
意見書第 号 

 

せん妄の予防等に対する施策の推進を求める意見書（案） 

 

 せん妄は、身体的な負荷や薬剤の使用を原因として急性に発症する意識障害

のことをいい、入院患者では15％から50％の人に発症し、例えば、集中治療室

などの慣れない場所にいることや手術後のストレス、手術後に使用される薬剤

などがきっかけとなって起こりやすいと言われている。 

せん妄の症状は人によって様々であるが、自分や他人が誰であるか分からな

くなったり、睡眠と覚醒のサイクルが昼夜逆転したり、興奮状態で慌ただしく

動き回ったりする人もおり、転倒や転落などの大きな要因となる。また、せん

妄の状態が長く続くと認知症の発症リスクが高まるとの報告がある。加えて、

せん妄を発症した本人だけではなく、家族や医療関係者に対しても心身ともに

強い疲労を感じさせ、過大な負担となっている。 

発症した患者への対応だけではなく予防が特に重要とされているが、そのた

めには患者を継続して観察し、医師だけではなく作業療法士など病院全体で情

報共有を進めることが不可欠であるが、対処できる人材が不足しているなどせ

ん妄の予防等に取り組むための体制を各病院で整備するのが困難な状況である。 

せん妄対策に対する診療報酬の加算措置はあるものの、対策として決して十

分とは言えない。 

よって、政府におかれては、こうした状況に鑑み、せん妄の予防等に対する

施策を推進するよう強く求める。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和６年 月 日 

 

滋賀県議会議長  奥  村  芳   正   

内閣総理大臣 

厚生労働大臣    

 

 

あて 



意見書第 号 

 

若者による市販薬の過剰摂取（オーバードーズ）防止対策の 

強化を求める意見書（案） 

 

処方箋がなくても薬局やドラッグストアで購入できる医薬品、いわゆる市販

薬の濫用が重大な社会問題となりつつある。市販薬の過剰摂取(オーバードー

ズ)による救急搬送が、2018年から2020年にかけて2.3倍に増加したとの報告も

ある。 

とりわけ、若年層の状況が深刻である。厚生労働省の研究班が、2021年５月

から2022年12月の間、市販薬を過剰に摂取して全国７救急医療機関に救急搬送

された122人を調査したところ、10代が43人、20代が50人と全体の７割以上を

占めている。また、全国の高校生を対象とした2021年の調査では、過去１年以

内に、治療のためではなく濫用する目的で市販薬を使用した高校生の割合が、

60人に１人となっている。 

不安や葛藤、憂鬱な気分を和らげたい等、現実逃避や精神的苦痛の緩和のた

めに若者がオーバードーズに陥るケースが多く、その背景には、社会的孤立や

生きづらさがある。市販薬を過剰に摂取し疲労感や不快感が一時的に解消され、

同じ効果を期待してより過剰な摂取を繰り返すことで、肝機能障害、重篤な意

識障害や呼吸不全等を引き起こすことがある。また、心肺停止で死亡する事例

も発生している。 

オーバードーズによる健康被害は、違法薬物と同様に深刻になり得るが、市

販薬は違法薬物とは異なり、所持することが罪にはならないことから濫用が発

見されにくい。濫用等のおそれがある成分を含む市販薬を高校生や中学生等の

若年者に販売する際は、氏名や年齢、使用状況等を確認すること等とされてい

るが、オーバードーズを防ぐ対策として十分とは言えない。 

よって、国会および政府におかれては、オーバードーズから一人でも多くの

若者を守るため、下記の対策を講じられるよう強く求める。 

 

記 

 

１ 濫用等のおそれがある成分を含む市販薬を若者に販売する際は、副作用等

の説明を必須とすること。対面かオンライン通話での販売を義務づけ、適切

な声掛けを行うとともに、必要に応じて相談窓口等を紹介できる体制を整え

ること。 

 

２ 濫用等のおそれのある医薬品の指定を的確に進めると同時に、若者への医

薬品の販売において、その含有成分に応じて販売する容量を適切に制限する

こと。 

 



３ 購入の繰り返しによる過剰摂取を防止するため、身分証による本人確認に

より店舗における過去の販売記録を参照するほか、複数店舗の販売記録を一

元管理する等、購入履歴が確認できる環境の整備を検討すること。 

 

４ 若者のオーバードーズを孤独・孤立の問題として位置づけ、若者の居場所

づくり等の施策を推進すること。 

 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和６年 月 日 

 

滋賀県議会議長  奥  村  芳   正   

 

衆議院議長 

参議院議長 

内閣総理大臣       あて 

厚生労働大臣 

孤独・孤立対策担当大臣 

 


